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２㹁㸮㸯 

Ḣᕞにおける Living Labのケーススタディ 

 

  す ᑿ ዲ ྖ(ᐩኈ通⥲研)ۑ

 

 

本✏では、Ḣᕞで活発にྲྀり⤌ࡳがなされている // について、最ึに、// とはどのようなྲྀり⤌

のࢶーデンとドイ࢙かをᴫㄝし、スウࡳ 3 かᡤの // の現ᆅ調査の結果㸦すᑿ࡬ 2012）を報告する。 

1㸬はじめに㸸/LYLQg /DE のᴫ要 

 /LYLQg /DE は、ࣘ ーザーがᐇ㝿に対象となる〇ရやࢧーࣅスを活用する場㠃から、行動を観察して、

そのコンテクストから新たなὝ察を⋓得し、〇ရやࢧーࣅスの௻画࡬཯ᫎさせるだけでなく、プロジ

クトの௻画からࣘーザーを関与させ、さらにࣘーザーだけでなく一⯡的な消費者・ᕷẸの参ຍを志࢙

向するⅬで、これまでとは異なる活動である。// についてᗈ範な文献ࢧー࣋イを行った )¡lVWDG�2008�

によると、// のコンセプトを特ᚩづけるものとして、ձࣘࣅキタス・コンࣗࣆーティングを౑ったయ

験やᐇ験、ղࣘーザーに㐺用する 7HVWEHG、ճ࢜ープン・イノ࣋ーࣙࢩンのプラット࣍ー࣒の 3 Ⅼをᣲ

イを行った࣋ーࢧている。さらに、同様のࡆ 'XWLllHXl �2010�は、մ⤌⧊としての㹊㹊という特ᚩもే

せて指᦬している。つまり、// はᐇ㝿の現場や⤒験を࣋ースとする 8VHU�FHQWULF なイノ࣋ーࣙࢩンの

活動であり、活動を行う⤌⧊も⾲している。現ᅾ // は、〇ရ・ࢧーࣅス㛤発௨外に、つไᨵ㠉やᆅ

方自἞など、様々な分㔝に活用されるようになっている。 

// のコンセプトは⡿ᅜで生まれた㸦ᙜ時はᐇ験᪋タのഃ㠃がᙉかった）とゝࢃれているが、// と

いうྡ⛠を౑用した活動は、Ḣᕞで活発に行ࢃれている。2000 年代ᙜึから໭Ḣでは、ᨻᗓのプログ

ラ࣒として、// プロジ࢙クトが始められ、// というᣐⅬのタ❧ᨭ᥼ไᗘもసられた。200� 年には、

໭Ḣㅖᅜが主ᑟして、(8 レ࣋ルで &oUH/DEV と &loFNV 等のプロジ࢙クトが生まれ、ࣇレー࣒ワークプ

ログラ࣒の中でもྲྀり上ࡆられ、(8 全域で // の活動がᗈがった。// の活動がᣑ大するにつれて、

(8 やᅜレ࣋ルでの // のネットワーク化が㐍められ、代⾲的なネットワークである (XUoSHDQ 1HWZoUN 

oI /LYLQg /DEV �(1o//�には、(8 ௨外のᅜにある⤌⧊もྵめ、212 の // が参ຍしている。 

௨ୗ、3 かᡤの // のྲྀり⤌ࡳの現状を㏙࡭る。 

 

2� %oWQLD /LYLQg /DE㸦/XlHn 8QLYHUVLW\ oI 7HFKQolog\） 

�1�ᴫ要 

%oWQLD //㸦%//）は、/XlHn 8QLYHUVLW\ oI 7HFKQolog\�/87�がスウ࢙ーデンで最ึ㸦1999 年）に㛤始

した // プロジ࢙クトである。%// の役๭は、ᐇ㝿の生活を⯙ྎとした、8VHU�FHQWULF な // の手法を

㛤発しᥦ౪することである。この基本方㔪のୗで、プロトタイプ・ၟ業化๓ẁ㝵のࢧーࣅス・〇ရに

関して、エンドࣘーザー、ಶேや関ಀ機関が参ຍし、ࢽーࢬやアイデア๰出、コンセプトタ計、プロ

トタイプテストを⤒てࢧーࣅス㛤始ẁ㝵までプロジ࢙クトを㐍めている。また、コンࢧルティングや

情報ᥦ౪ࢧーࣅス機能も᭷し、イノ࣋ーࣙࢩンのプラット࣍ー࣒としても機能している。さらに %//

は、Ḣᕞにおける // の中心的なᣐⅬにもなっている。 
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は、Ḣᕞにおける // の中心的なᣐⅬにもなっている。 

%// は、5,900 ேという // としてୡ⏺最大のᩘの参ຍ者�WHVW SLloWV�をⓏ㘓している。多くはスウ࢙

ーデン໭部の /XlHn、 6NHllHIWHn や 8PHn にᅾ住しているが、プロジ࢙クトは全ᅜつᶍで参ຍ者をເ集

して㐍めることが多い。参ຍ者は、プロジ࢙クトࡈとにເ集が行ࢃれ、自主的にプロジ࢙クトにⓏ㘓

しなけれࡤならない。また、ເ集の㝿に事๓の᩿りがない場合には、ಶே情報保ㆤ法により、参ຍ者

が同一ே≀であったとしても、」ᩘのプロジ࢙クトを」合的に分析することはできない。 

�2�// の手法の㛤発౛ 

%//では、)oUP,7という8VHU�FHQWULFな手法を㛤発している。これは、&oQFHSW 'HVLgQ、3UoWoW\SH 'HVLgQ、

'HVLgQ oI )LQDl 6olXWLoQ の㸱ẁ㝵を基本に、その๓に 3lDQQLQg、そして最ᚋに &oPPHUFLDlL]DWLoQ という

プロセスとなっている。ձ&oQFHSW、ղ3UoWoW\SH、ճ)LQDl 6olXWLoQ のẁ㝵は、ྛ 々$SSUHFLDWLoQ、'HVLgQ、

(YDlXDWLoQ という㸱つの࢙ࣇーࢬから構ᡂされている。 

ձ&oQFHSW ẁ㝵では、ࣘーザーグループとその特ᚩ、ࣘーザーがどこにいるか、あるいは、ࣘーザ

ーが参ຍする方法を᳨ウするẁ㝵である。ḟのղ3UoWoW\SH ẁ㝵では、ࣘーザーがࢧーࣅスを฼用する

時にどのようなࢽーࢬがあるのかを㏣ồするため、インタࣗࣅーや観察など様々な方法でデータを集

めるẁ㝵である。ճ)LQDl 6olXWLoQ ẁ㝵では、これまでのྲྀり⤌ࡳの結果をゎ析し、ࢧーࣅスに対する

スに対して⤒験するẁ㝵でࣅーࢧを明らかにして、ලయ的なࢬーࢽスの中でのࣅーࢧ々のྛ、ࢬーࢽ

ある。ここでは、ᢏ⾡の評価だけでなく、ࣘーザーの行動様ᘧから、ࢧーࣅスの᭷用性、ࣘーザーの

行動やᨭᡶいの意ḧ、฼用パターンや฼用‶足ᗘなどを評価している。 

%// は )oUP,7 を活用して、エリクࢯン社とඹ同で、ᆅඖのၟ工ᅋయ、ᗑ⯒や一⯡ᕷẸが参ຍして、

㈙い≀ᐈがⓏ㘓した自分のዲࡳ㸦࢓ࣇッࣙࢩン、ス࣏ーࢶや㡢楽等）のᗑが㏆くにある場合に通知す

る、*XLG8 というᦠᖏ㟁ヰࢧーࣅスを㛤発した。これは、ᐇ㝿のࢧーࣅスとして౑ࢃれている。 

�3�// 間のグッド・プラクティスのඹ᭷ಁ㐍㸸$SolloQ プロジ࢙クト  

$SolloQ プロジ࢙クトは、➨୐ḟࣇレー࣒ワークプログラ࣒の㸯つであり、// 間のグッド・プラク

ティスのసᡂ・ඹ᭷化を目的に、2009 年 11 ᭶から 30 ࣧ᭶のᮇ間でᐇ᪋された。1oNLD 社や 6$3 社の

ような大௻業も参ຍしていた。 

$SolloQ では、ᅾᏯ་⒪、エネルギーຠ⋡化、H࢓ࣇࣗࢽ࣐�クチャリング、ࢯーࢩャル࣓ディアを౑

った H�SDUWLFLSDWLoQ を対象に、ᅜ㝿間で中ᑠ௻業が参ຍし、// の手法やࢶールの // 間でのࣁーࣔࢼ

イࢬ、// のネットワークのインパクト評価等、持続可能な // のネットワークの構築を㐍めている。

中ᑠ௻業ཬྛࡧᆅの // にアプローチし、ᅜ㝿的なయไをᅛめたᚋ、プロジ࢙クトの方向性をỴめ、

最⤊的なステーク࣍ルࢲーをᅛめプロジ࢙クトの内容をỴ定している。ᐇ㝿の活動を通し、₯ᅾ的な

ᕷ場を分析し、評価ཬࡧ結果からὝ察し、最⤊的にᡂຌストーリーにつなࡆることを目的としている。 

 

3� 6WoFNKolP /LYLQg /DE㸦6ZHGLVK ,QVWLWXWH oI &oPSXWHU 6FLHQFH） 

 �1� ᴫ要 

 6ZHGLVK ,QVWLWXWH oI &oPSXWHU 6FLHQFH㸦6,&6）は、スウ࢙ーデンのコンࣗࣆータ科学の公的研究機関

である。6,&6 は中ᑠ௻業ᨭ᥼機関の $FUHo とඹ同で、6WoFNKolP /LYLQg /DE㸦6//）プロジ࢙クトをᐇ

᪋している。6// は、他大学等の研究者も参ຍし、,&7 だけでなく、消費者行動や⤒῭、社会科学な

どの研究者も参ຍして㐍められている。 

6// では、プロジ࢙クトのアイデア構築、// プロジ࢙クトの対象㸦〇ရやࢧーࣅス）のタ定、ヨ験・

㛤発・生⏘までの一連のプロセスでᐇ᪋している。ࣘーザー・ࢽーࢬのᢕᥱ、ࣘーザーの行動観察や

評価などの手法の㛤発、中ᑠ௻業向けの࣏ータルなࣇࢯトウ࢙アのᥦ౪、中ᑠ௻業のࣘーザーや
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7HVWEHG の中心は、ᅾ࣐のアクセス、公的セクターとの会合の機会のᥦ౪等のᨭ᥼をしている。テー࡬

Ꮿ་⒪や高㱋者ケアである。 

�2� 中ᑠ௻業の参ຍ࡬の␃意Ⅼ 

中ᑠ௻業は、自㌟のࣅジネスࣔデル構築という┤᥋的な࣓リットをᮇᚅし、// の重要なステーク࣍

ルࢲーである。$QGUoLG の活用は、中ᑠ௻業にとってࣅジネスᣑ大の重要なテー࣐となっており、6//

での中ᑠ௻業向けプロジ࢙クトの中で、$QGUoLG の $SSV の㛤発に対するࢽーࢬが最も高いという。6//

では、ᕷ場ᐇ験をする方法論の確❧をྵめたࢧーࣅスの確❧を主要なྲྀり⤌ࡳとしている。 

// の活動に中ᑠ௻業の参ຍをಁすため、そもそも // とはどのようなものなのか、それがどのよう

に自社にとって࣓リットがあるのか等をㄝ明するᚲ要がある。さらにプロジ࢙クトが始まれࡤ、最⤊

目的がࢧーࣅスのᨭ᥼にある場合には、// のタスクを正しくタ定しなけれࡤならず、さらにࣘーザー

の行動様ᘧを正しく理ゎすることがồめられる。このⅬを中ᑠ௻業の参ຍ者に理ゎさせるような、コ

ーチングをしなけれࡤならず、そのため、$FUHo のような中ᑠ௻業のᨭ᥼機関の参ຍが୙可Ḟとなる。 

�3�ᅜ㝿プロジ࢙クト 

%DllDG㸦&HQWUDl %DlWLF /LYLQg /DEV IoU 'LgLWDl 6HUYLFHV）プロジ࢙クトは、バルト୕ᅜ等バルトᾏ沿ᓊㅖ

ᅜが参ຍし、バルトᾏを㊬いだデジタルࢧーࣅスやࣅジネスを発展させるため、中ᑠ௻業によるᅜ㝿

間の (�FoPPHUFH ジネスをᨭ᥼するࣅ // である。スウ࢙ーデン $FUHo、エストࢽア ,QVWLWXWH oI %DlWLF 

6WXGLHV、ࣇィンランド /DXUHD 8QLYHUVLW\ oI $SSlLHG 6FLHQFHV、ラトࣅア 7HKQoloƧLMX DWWƯVWƯEDV IoUXPV が参

ຍしている。32 ࣧ᭶のᮇ間で、プロジ࢙クトのண⟬は 1�0 ୓ࣘーロ㸦この内、75�分をスウ࢙ーデン

とࣇィンランドの୧ᨻᗓから、10㸣分をラトࣅアとエストࢽアの୧ᨻᗓから）ᣐ出されている。 

6// では、スウ࢙ーデンのࣅジネスをバルトᾏㅖᅜに展㛤するため、その⛣㌿のࣔデルの㛤発やバ

ルトᾏ沿ᓊㅖᆅ域の // の連ᦠのネットワーク構築を目的にྲྀり⤌ࢇでいる。 

 

 レー࣓ン大学ࣈ��

�1� ᴫ要 

レー࣓ンᕷは、Ḣᕞの中でも✚ᴟ的にࣈ // にྲྀり⤌ࢇできたᆅ域である㸦0oELlH&LW\ %UHPHQ）。最

㏆では、// はࣈレー࣓ン大学に活動の中心を⛣し、%,%$㸦%UHPHU ,QVWLWXW I�U 3UoGXNWLoQ XQG /ogLVWLN 

*PE+）が主要なᐇ᪋機関となっている。 

�2�3HULSKqULD 

3HULSKqULD プロジ࢙クトは、(8 の &,3 ,&7 363 3UogUDPPH の中で、5 ࣧᅜ 12 機関が参ຍして㐍めら

れている。㒔ᕷ周辺部の 42/ ᨵၿを目的に、6WUHHW、3lD]D、3DUN 	 0XVHXP、1HLgKEoUKooG、&LW\ +Dll、

&DPSXV の㸴㡿域を対象に㐍めている。%,%$ では 6PDUW 6WUHHW のプロジ࢙クトをᐇ᪋している。 

プロジ࢙クトの一౛として、ࣙࢩッࣆングࣔールを⯙ྎに෇⁥に㥔㌴場を見つけ、౑用できるよう

にするࢧーࣅスの㛤発がある。このプロジ࢙クトでは、最ึにプロジ࢙クトの大まかな㦵᱁を %,%$

ഃでᅛめたᚋ、アイデアを学生やᕷẸからເり、ワークࣙࢩップやྛ種ࢧー࣋イによりアイデアを評

価して // で᳨ドするࢧーࣅスを計画する。そして、ᐇ㝿にࣘーザーが参ຍしてࢧーࣅスをᐇ᪋し、

ࣘーザーから )DFH%ooN、/LQNHG,Q や 7ZLWWHU などによりࣇィードバックを受けて、ࢧーࣅスをᨵၿし

ᅛめていく。 

本プロジ࢙クトにࣘーザーが参ຍする動機としては、㥔㌴場ࢧーࣅス௻業にとっては事業機会の๰

出であり、学生にとっては &UHGLW3oLQW㸦ᡂ⦼に཯ᫎ）、ᕷẸにとっては自分の意見を཯ᫎする機会とな

ることがᣲࡆられている。 



― 341―

7HVWEHG の中心は、ᅾ࣐のアクセス、公的セクターとの会合の機会のᥦ౪等のᨭ᥼をしている。テー࡬

Ꮿ་⒪や高㱋者ケアである。 

�2� 中ᑠ௻業の参ຍ࡬の␃意Ⅼ 

中ᑠ௻業は、自㌟のࣅジネスࣔデル構築という┤᥋的な࣓リットをᮇᚅし、// の重要なステーク࣍

ルࢲーである。$QGUoLG の活用は、中ᑠ௻業にとってࣅジネスᣑ大の重要なテー࣐となっており、6//

での中ᑠ௻業向けプロジ࢙クトの中で、$QGUoLG の $SSV の㛤発に対するࢽーࢬが最も高いという。6//

では、ᕷ場ᐇ験をする方法論の確❧をྵめたࢧーࣅスの確❧を主要なྲྀり⤌ࡳとしている。 

// の活動に中ᑠ௻業の参ຍをಁすため、そもそも // とはどのようなものなのか、それがどのよう

に自社にとって࣓リットがあるのか等をㄝ明するᚲ要がある。さらにプロジ࢙クトが始まれࡤ、最⤊

目的がࢧーࣅスのᨭ᥼にある場合には、// のタスクを正しくタ定しなけれࡤならず、さらにࣘーザー

の行動様ᘧを正しく理ゎすることがồめられる。このⅬを中ᑠ௻業の参ຍ者に理ゎさせるような、コ

ーチングをしなけれࡤならず、そのため、$FUHo のような中ᑠ௻業のᨭ᥼機関の参ຍが୙可Ḟとなる。 

�3�ᅜ㝿プロジ࢙クト 

%DllDG㸦&HQWUDl %DlWLF /LYLQg /DEV IoU 'LgLWDl 6HUYLFHV）プロジ࢙クトは、バルト୕ᅜ等バルトᾏ沿ᓊㅖ

ᅜが参ຍし、バルトᾏを㊬いだデジタルࢧーࣅスやࣅジネスを発展させるため、中ᑠ௻業によるᅜ㝿

間の (�FoPPHUFH ジネスをᨭ᥼するࣅ // である。スウ࢙ーデン $FUHo、エストࢽア ,QVWLWXWH oI %DlWLF 

6WXGLHV、ࣇィンランド /DXUHD 8QLYHUVLW\ oI $SSlLHG 6FLHQFHV、ラトࣅア 7HKQoloƧLMX DWWƯVWƯEDV IoUXPV が参

ຍしている。32 ࣧ᭶のᮇ間で、プロジ࢙クトのண⟬は 1�0 ୓ࣘーロ㸦この内、75�分をスウ࢙ーデン

とࣇィンランドの୧ᨻᗓから、10㸣分をラトࣅアとエストࢽアの୧ᨻᗓから）ᣐ出されている。 

6// では、スウ࢙ーデンのࣅジネスをバルトᾏㅖᅜに展㛤するため、その⛣㌿のࣔデルの㛤発やバ

ルトᾏ沿ᓊㅖᆅ域の // の連ᦠのネットワーク構築を目的にྲྀり⤌ࢇでいる。 

 

 レー࣓ン大学ࣈ��

�1� ᴫ要 

レー࣓ンᕷは、Ḣᕞの中でも✚ᴟ的にࣈ // にྲྀり⤌ࢇできたᆅ域である㸦0oELlH&LW\ %UHPHQ）。最

㏆では、// はࣈレー࣓ン大学に活動の中心を⛣し、%,%$㸦%UHPHU ,QVWLWXW I�U 3UoGXNWLoQ XQG /ogLVWLN 

*PE+）が主要なᐇ᪋機関となっている。 

�2�3HULSKqULD 

3HULSKqULD プロジ࢙クトは、(8 の &,3 ,&7 363 3UogUDPPH の中で、5 ࣧᅜ 12 機関が参ຍして㐍めら

れている。㒔ᕷ周辺部の 42/ ᨵၿを目的に、6WUHHW、3lD]D、3DUN 	 0XVHXP、1HLgKEoUKooG、&LW\ +Dll、

&DPSXV の㸴㡿域を対象に㐍めている。%,%$ では 6PDUW 6WUHHW のプロジ࢙クトをᐇ᪋している。 

プロジ࢙クトの一౛として、ࣙࢩッࣆングࣔールを⯙ྎに෇⁥に㥔㌴場を見つけ、౑用できるよう

にするࢧーࣅスの㛤発がある。このプロジ࢙クトでは、最ึにプロジ࢙クトの大まかな㦵᱁を %,%$

ഃでᅛめたᚋ、アイデアを学生やᕷẸからເり、ワークࣙࢩップやྛ種ࢧー࣋イによりアイデアを評

価して // で᳨ドするࢧーࣅスを計画する。そして、ᐇ㝿にࣘーザーが参ຍしてࢧーࣅスをᐇ᪋し、

ࣘーザーから )DFH%ooN、/LQNHG,Q や 7ZLWWHU などによりࣇィードバックを受けて、ࢧーࣅスをᨵၿし

ᅛめていく。 

本プロジ࢙クトにࣘーザーが参ຍする動機としては、㥔㌴場ࢧーࣅス௻業にとっては事業機会の๰

出であり、学生にとっては &UHGLW3oLQW㸦ᡂ⦼に཯ᫎ）、ᕷẸにとっては自分の意見を཯ᫎする機会とな

ることがᣲࡆられている。 

�3�(//,27㸦([SHULHQWLDl /LYLQg /DE IoU WKH ,QWHUQHW oI 7KLQgV） 

(//,27 は、,QWHUQHW oI 7KLQgV 㸦,27）のᐇ験プラット࣍ー࣒の㛤発を目的に、ࣘーザーやᕷẸが┤

᥋参ຍして、,27 の㐺用やࢧーࣅスに関連する新しいアイデア、コンセプトやᢏ⾡的な $UWLIDFW のඹ

๰、᥈⣴ཬࡧᐇ験を行っている。イタリア、ⱥᅜ、ドイࣇ、ࢶランスから㸷機関が参ຍし、ロジステ

ィックス、೺ᗣཬࡧ環境を主要㡿域とし、,27 の₯ᅾ的なインパクト、ᑗ来のインターネットの活用

のあり方などを研究している。特に %,%$ では、/ogLVWLF 3/0㸦,27 や 5),' ᢏ⾡による /ogLVWLFV 3UoGXFW 

/LIH�&\FlH 0DQDgHPHQW）を対象に、,27 環境のୗでロジスティックスのインテリジ࢙ント化を対象と

した研究を㐍めている。 

���&2,1 プロジ࢙クト 

&2,1 6HUYLFH 3lDWIoUP IoU /LYLQg /DEV�&2,1�//�は、クラウドコンࣗࣆーティングを活用して、// 向

けのࢧーࣅスの構築を目的としている。社会、⤒῭、構造、ᢏ⾡、感情、法ᚊ・೔理という㸴つのḟ

ඖをタ定して、活動を㐍めている。クローࢬドなイノ࣋ーࣙࢩンの文化を࢜ープンなものに㌿᥮する

ために、༠ຊに向けた行動、ᐇ㊶や知識のコࢽ࣑ࣗティ構築、ಙ㢗・ಙ用をどのように構築していく

か、ࣘ ーザーが༠ຊしやすいᢏ⾡やࢶールの構築、// のリ࢓ࣇレンスの構築、ࣘ ーザー中心的なデザ

インや༠๰アプローチの構築など、様々なテー࣐でᐇ᪋している。 

 

5.最ᚋに 
 LL プロジ࢙クトは、参ຍする研究者のᑓ門分㔝、ࣘーザーや研究者などの参ຍ者のᡤ属、ᅜ㸦Ḣ

ᕞ域内だけでなく、BOP ᆅ域のような場ᡤまで）を㉸えたྲྀり⤌ࡳである。LL のᡂ果として、ᐇ㝿

のࣅジネス࡬の展㛤を᥎㐍することを考えると、中ᑠ௻業の参ຍは、௨๓にも増して重要となってい

る。さらに、LL は、ࣅジネスだけでなくᆅ方自἞のྲྀり⤌ࡳ㸦住Ẹ参ຍ）の᥎㐍手法として、重要

性が増しているという。 
LL では、ICT の活用が๓ᥦにあり、新しい ICT の動向㸦౛㸸クラウドコンࣗࣆーティング）をྲྀ

りධれたプロジ࢙クトも始まっている。これまで、ྛ LL でྲྀり⤌まれてきた User-centric な手法を

他の LL や別の㡿域で㐺用できるように、手法をඹ᭷しᨵၿしていくྲྀり⤌ࡳもなされている。これ

は、LL がイノ࣋ーࣙࢩンの手法でありながら、ᚲずしも手法として確❧できていない、という課題

をゎỴするために通らなけれࡤならない㐨でもある。 
LL には課題がṧされていることは確かである。しかし、LL の活動が活発になり、参ຍする௻業が

増えている現状をࡳると、LL の考え方や手法は、┤᥋ࣅジネスにつなࡆる㠃や研究者の意識ᨵ㠉の

手ẁとして᭷ຠであり、日本௻業にとっても参考になるྲྀり⤌ࡳといえる。 
 
㸦参考文献） 
'XWLllHXl, %�, )�$�-�%LUUHU, DQG :� 0HQVLQN �2010�´8QSDFNLQg (XUoSHDQ /LYLQg /DEV� $QDl\VLQg ,QQoYDWLoQ¶V 

6oFLDl 'LPHQVLoQV´,&eQWUal EuUoSeaQ -ouUQal oI 3uElic 3olic\, 9ol� �, 1o� 1 

)¡lVWDG,$��2008�´/LYLQg /DEV IoU ,QQoYDWLoQ DQG 'HYHloSPHQW oI ,QIoUPDWLoQ DQG &oPPXQLFDWLoQ 

7HFKQolog\� $ /LWHUDWXUH 5HYLHZ´, e-29 E[ecuWiYe ±7Ke ElecWUoQic -ouUQal IoU 9iUWual 2UJaQi]aWioQs aQd 

1eWZoUNs, 9ol�10, SS� 99±131 

すᑿዲྖ㸦2012）「Living Lab(リࣅングラ࣎)－ࣘーザー・ᕷẸとのඹ๰に向けて－」、ᐩኈ通⥲研⤒

῭研究ᡤ 研究レ࣏ート No.395 




